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要約
本研究の目的は我々にとって身近な音楽であるJ-POPがどのように思い出されるのかをその構造的特徴に着目して検討するこ
とである。実験1では歌のタイトルを手がかりとした歌唱再生実験を行い、大楽節終わりで生じたエラーについて分析を行っ
た。ある大楽節の再生が終わったあとに、本来続くべき大楽節が再生されずに別の大楽節が誤って続けられるエラーでは、大
楽節の冒頭から再生が続けられることが多く、大楽節の途中から再生されることは少なかった。この結果から、J-POPの記憶は
Aメロやサビといった大楽節の冒頭が再生されやすく、歌の再生におけるアクセスポイントとして機能していることが示唆され
た。実験2ではこの点の検証を行うために、大楽節の終わりと大楽節の途中のフレーズの終わりのメロディを手がかりとし、そ
の後に続く次の大楽節冒頭またはフレーズ冒頭の歌詞を再生する実験を行った。その結果、大楽節冒頭の歌詞はフレーズ冒頭
の歌詞よりも再生されやすく、仮説は支持された。J-POPの記憶にはその構造的特徴が反映され、大楽節の冒頭が再生のアクセ
スポイントとして機能していると考えられる。
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1.  緒言
　音楽は主要な娯楽のひとつであり、他の産業の商品と組み
合わせて広告に活用されるとともに（生駒， 2015）、医療実践
にも応用されている。たとえば、音楽療法では高齢者の記憶
想起を促す方法として歌謡曲や童謡・唱歌、民謡など対象者
がよく知っている歌の歌唱が有効であるとされ（篠田・高橋， 
2000）、高齢期においては肯定的な回想が精神的健康を向上
させる可能性が指摘され（野村， 2009）、過去を回想したとき
の「懐かしい」という感情が高齢者の認知機能を向上させるこ
とが報告されている（養命酒製造， 2017）。どのようなときに
「懐かしさ」を感じるかについて、「場所」「音楽」「映画・ドラマ」
「料理」の4つの選択肢から回答を求めた読者アンケートでは

794票中483票が「音楽（青春時代によく聴いた曲がかかった
時）」に集まっていることから（養命酒製造， 2017）、身近な音
楽が精神的健康の向上に貢献する可能性が考えられる。また、
近赤外線分光法（NIRS）を用いた脳科学研究では音楽聴取によ
るストレス緩和効果も示されている（佐藤他，2017）。現代の
日本においては健康長寿が次世代ヘルスケアの課題となって
おり、高齢期の身体的健康だけではなく精神的健康も含めて
生活の質（QOL）を高めることが求められている。このような
課題において、身近な音楽は精神的健康の向上の点から有用
であると考えられる。現代の日本において身近な音楽として
は、日常的に触れる機会の多いポップ・ミュージック（J-POP）
があげられる。前述の議論をふまえると、J-POPは我々の精
神的健康の向上、そしてQOLの向上に貢献すると考えられる
が、歌そのものがどのように記憶され、思い出されるかにつ
いての基礎的研究は非常に少ない。

　音楽の記憶は、音楽の構造に基づいた適切な分節によって
記憶したほうが無理な分節によって記憶するよりもよく再生
されるとされている（Deutsch, 1980）。西洋音楽では通常、楽
音（note）、小節（bar）、小楽節（subsection）、大楽節（section）、
楽章（movement）、そして楽曲全体と構成されており、演奏
家の楽曲の記憶はこうした階層構造に基づいた体制化がなさ
れていると言われる（Cha�n et al., 2002）。また日本の童謡や
唱歌の記憶では、五七調の五や七に相当する4―8音節の「ユ
ニット」と、このユニットが1個以上まとまった「フレーズ」が
記憶の単位であると示唆されている（村上・米澤， 2002）。歌
は冒頭がよく記憶され（Rubin, 1977；村上・米澤， 2002；Per-
etz et al., 2004；齊藤他， 2009）、歌を思い出すときには思い
出した箇所がそのあとに続く箇所の手がかりとなるという連
鎖的な検索が行われることが指摘されている（Rubin, 1977）。
そのため、歌っている途中で続きがわからなくなった場合に
はもう一度歌いだしに戻って歌いなおさなければならない
が、歌いだしに戻らずに別の箇所から再開することや、歌い
だしは思い出せないが途中のある箇所だけは歌えることもあ
る。そのようなときに思い出されやすい箇所（すなわちアク
セスポイント）は歌の構造を反映すると考えられる。J-POPで
は「Aメロ」「Bメロ」「サビ」と呼ばれる3つの部分からなって
いることが多い（大角， 2000）。Aメロは歌の滑り出しおよび
メッセージ全体の前提を提示する部分であり、Bメロではそ
の後のサビで歌い上げられる情緒の準備を行いAメロとサビ
を接続する。そして、サビは歌の中心となる（長野， 2013）。
J-POPを思い出すときには、このような特徴的な構造がアク
セスポイントに反映されると考えられる。
　また、歌には意味のある歌詞があるため、歌を想起すると
きには意味による連想や意味的な文脈などが想起の手がかり
となることも予想される。しかし、このような意味は体験に
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よる個人差が伴うため統制が難しく、多数の語句からなる歌
詞の意味を扱うことは現段階では技術的に困難である。した
がって本研究では、歌のタイトルと歌詞で一致する語句の統
制のみを行うこととし、音楽の記憶と音楽の構造との関わり
が指摘されていること、また歌の構造は技術的に扱いやすい
ことをふまえて、歌の構造に着目した検討を行う。
　本研究では現代の日本において日常的に触れる機会が多い
歌でありながらその記憶について焦点をあてられることのな
かった J-POPを扱い、その構造的特徴に着目した検討を行う。
先述した西洋音楽および日本の童謡・唱歌の構造をふまえる
と、J-POPにおけるAメロやサビはフレーズの上位にまとめ
られ、西洋音楽の大楽節にあたると考えられる（図1）。大楽
節であるAメロ、Bメロ、サビがひとつのまとまりとして繰
り返されると1番、2番といったように番数が振られていく。
本研究ではこのような J-POPの構造的特徴に着目して歌がど
のように思い出されるかについて実験的に検討する。

2.  実験 1
　実験1では J-POPのタイトルを手がかりとして歌詞とメロ
ディを一緒に再生する歌唱再生実験を行う。覚えている歌を
思い出して歌うという行為は日常的な記憶行動でありながら
も歌の記憶研究における研究手法として用いられることは少
なかった。しかし、歌詞の筆記再生（例えばRubin, 1977；村
上・米澤， 2002）や歌の再認（例えばPeretz et al., 2004；齊藤他， 
2009）だけでは、歌がどのように記憶され思い出されるのか
ということを調べるには不十分である。そこで本実験では日
常場面に近い歌唱再生課題を行うこととする。歌を思い出す
ときには最初から最後まで正しく再生できないことも多く、
たとえばAメロのあとに続くBメロを再生せずにサビを再生
してしまうこともある。再認課題では実験参加者の反応の仕
方が制限されているが、再生課題では実験参加者が“どのよう
な”誤りをしたかというエラーに関するデータを豊富に集める
ことが可能である。歌の再生がその構造を反映するのであれ
ば、エラーにも歌の構造的特徴が反映され、エラーの規則性
が確認できると考えられる。エラーの分析を行うことで、こ
れまでほとんど研究が行われていない J-POPの記憶について
今後検討すべき課題が示唆されると考えられる。
　本稿では J-POPに特徴的な構造である大楽節に着目し、あ
る大楽節の再生が終わったあとの次の再生がどのように続け
られるかについて分析を行う。具体的には、大楽節の再生が

終わったあと次の正しい大楽節が再生されるか、あるいは別
の大楽節が再生されるかを調べ、別の大楽節が再生されたと
きには大楽節のどの箇所から再生が続けられたかについて分
析する。

2.1  刺激材料
　実験参加者がよく知る歌として、実験参加者が小学生から
高校生までの時期であった2004―2013年に音楽の教科書（教
育芸術社、教育出版、音楽友之社、東京書籍）に掲載された
歌および同じ期間のオリコンチャート上位曲（オリコン・エ
ンタテインメント , 2005～ 2009；オリコン・リサーチ， 2010
～ 2014）を対象曲とした。このうち番数が複数あり、Aメロ
やサビといった構造を持つ歌を材料とした。ここではタイト
ルを手がかりとするが、タイトルと歌詞の記憶はともに言語
要素であることによる結合の強さが指摘されている（Peynir-
cio lu et al., 2008）。したがってタイトルが手がかりとなった
場合はタイトルと歌詞の共有箇所が再生されやすくなると考
えられる。そこでタイトルと歌詞の結合の強さが歌の再生に
及ぼす影響を統制するために、タイトルと歌詞の共有箇所が
異なる歌を選定し、①「野に咲く花のように（タイトルと1番
Aメロ冒頭の歌詞共有）」、②「千の風になって（タイトルとサ
ビの歌詞共有）」、③「ハナミズキ（タイトルと1番Aメロ冒頭・
サビ以外の歌詞共有）」、④「翼をください（タイトルに含まれ
る単語と歌詞共有）」、⑤「旅立ちの日に（タイトルと歌詞の共
有なし）」の5曲を用いた。5曲の歌の構造を表1に示す。また、
以後では1番Aメロ冒頭を「歌冒頭」と表記する。

2.2  実験方法
　歌唱を含む実験であることを告知した上で実験参加者を募
集し、日本語を母語とする女子大学生28名（平均年齢20.3歳）
が実験に参加した。実験は個別に行い、実験参加者は呈示さ
れたタイトルを手がかりに歌を想起し、想起した箇所から再
生を開始した。実験参加者が歌のすべてを再生、あるいはそ
れ以上思い出せないと判断した時点で再生が終了された。歌
の再生は歌詞またはメロディのみの再生になってもよく、メ
ロディだけの歌唱の場合には「ラララ」やハミングで歌唱し
た。また、思い出した箇所を思い出したように歌唱するよう
に教示された。テンポの指定は行われなかった。練習試行後
に本試行を行い、実験参加者に了承を得て ICレコーダーで録
音した。

図1：歌の構造
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2.3  分析方法
2.3.1  分析対象
　各歌の歌詞とメロディがともにある箇所を分析対象とし
た。5曲の歌それぞれについて28人の実験参加者が行った全
140歌唱（以下、各々の歌唱を「ケース」と呼ぶ）のうち、タイ
トル呈示後30秒以内に再生が開始されたケースを分析対象と
する。タイトルから再生が行われなかったケースは30ケース
であり、30秒を超過して再生された8ケース、本実験の練習
や他の歌の歌唱中など課題となる歌の歌唱前にその歌を想起
したことが報告された5ケース、課題とは異なる歌を再生し
た1ケースは対象から除外した。分析対象となったケースは
96ケースであった。

2.3.2  歌詞とメロディの判定
　歌詞またはメロディが正しく再生されたかについて、歌詞
およびメロディそれぞれの一音ずつに対して以下の基準によ
り判定した。判定者はピアノの演奏経験を20年以上もつ実験
者であり、メロディは実験参加者の声をピアノ音で確かめな
がら判定を行った。メロディの判定は、Sloboda and Parker
（1985）を参考にピッチとリズムの要素にわけて行った。
　歌詞　名詞や動詞、形容詞などの内容語だけではなく助詞、
助動詞の機能語も判定の対象とした。「ゆく」を「いく」と再生
した場合は正しい再生とした。
　メロディ　ピッチとリズムについて判定を行い、どちらも
正しく再生されているものを正しい再生とした。ピッチにつ
いては相対音程も正しいとした。リズムについては休符の直
前の音の長さは問わないものとし、楽譜上の長さと異なって
いてもよいとした。これは多くの場合、再生中の息継ぎと関
わるためである。同様の理由で、楽譜上で4分音符よりも長
い音については4分音符の長さを超える部分の判定は行わな
かった。

2.3.3  再生された大楽節の判定
　本実験では再生された大楽節の終わりに着目して分析を行
うため、どの大楽節が再生されたのかを同定する必要がある。
各ケースにおいて再生された大楽節の判定を行った。判定は
「1番Aメロ」など番数と大楽節によって行った。大楽節ごとに、
一緒に再生された歌詞とメロディがどの大楽節のものである
かを判定し、歌詞とメロディのうち一方の要素しか再生され
ていない場合は、再生された要素で判定した。大楽節を構成

する小節がすべて再生されているかどうかは問わず、大楽節
内に部分的な誤りや再生されない箇所があった場合には正し
く再生された歌詞およびメロディに基づいて判定を行った。
複数の番数や大楽節が混在して再生された場合は、再生され
た小節数の過半数を占めて再生された番数または大楽節とし
て扱った。過半数と判定できないものは判定不能とした。

2.3.4  大楽節の終わりに続く再生の判定
　ある大楽節の再生が終わったあとに、どのように再生が続
けられたかについて判定した。判定は、（a）次の正しい大楽
節が続けられる、または（b）別の大楽節が続けられる、のど
ちらかとし、（b）をエラーとした。さらに（b）のときには別の
大楽節がどのように続けられたかについて調べた。（a）（b）
の例を図2に示す。（a）では1番Aメロの再生が終わったあと
に次の正しい1番Bメロが再生され、1番Bメロの再生が終わっ
たあとにも正しい1番サビが続けられている。（b）では1番
Bメロの再生が終わったあとに別の2番Aメロが続いており、
このような場合をエラーとした。2.3.3.で判定不能となった大
楽節は分析対象外とし、判定不能の大楽節のあとに続けて再
生された大楽節も分析から除外した。

2.4  結果と考察
　ケース単位で再生開始から終了まですべての大楽節でエ
ラーがなかったものは96ケース中43ケース、エラーがあっ
たものは52ケース、再生されたすべての大楽節が判定不能で
あったものが1ケースであった。エラーが複数回生じている
ケースもあり、エラーがあった52ケースで生じたエラーの合
計は65個であった。
　65個のエラーについて、大楽節の終わりに続いて再生され
た箇所（図2（b）では1番Bメロの再生が終わったあと2番A
メロのどの箇所から再生されたか）を分類した。分類結果を
表2に示す。歌冒頭と歌冒頭以外の大楽節冒頭をあわせると、
全体の80 %で大楽節の冒頭が続けて再生されていた。大楽節
の途中に再生が続くことは全体の20 %に満たなかった。ここ
ではある大楽節が再生されたあとに正しい大楽節とは異なる
大楽節が再生される場合をエラーとしたが、その境界で常に
実験参加者の再生の詰まりや中断がみられたわけではない。
“再生をやりなおす” という意図的な検索がなかったにも関わ
らず、このような場合には大楽節の冒頭が続けて再生されや
すかったことから、大楽節の冒頭が歌の再生におけるアクセ
スポイントとして機能していると考えられる。

表1：実験に用いた各歌の構造

注：A = Aメロ、B = Bメロ、C = Cメロ、S = サビ、Aʼ・Sʼ・Cʼ は
各大楽節の繰り返し。

1番 2番 3番

①野に咲く花のように ABS ABS – –

②千の風になって AS AS AS Sʼ

③ハナミズキ ABS ABS ABS Sʼ

④翼をください AAʼS AAʼS – –

⑤旅立ちの日に ABS ABS – CCʼ

図2：大楽節の終わりに続く再生の判定
注：数字は歌の番数、A = Aメロ、B =Bメロ、S = サビを表す。

1A  1B  1S

1A  1B  2A  
 

（a）正しい大楽節の再生が続けられる

（b）別の大楽節の再生が続けられる（エラー）
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3.  実験 2
　実験2では実験1の結果をふまえて、J-POPの記憶再生に
おいて大楽節の冒頭がアクセスポイントとして機能している
という仮説について、統制された実験によって検証する。こ
こではメロディを手がかりとした歌詞の筆記再生実験を行
う。歌の想起は連鎖的な検索に基づいて行われるため（Rubin, 
1977）、実験1では実験参加者自身が再生した箇所を手がか
りとして続きの歌を再生していたと考えられる。そこで実
験2では歌の一部を手がかりとして呈示し、続きの再生を求
める。歌詞よりもメロディのほうが既知判断の決定が優位で
あり（齊藤他， 2009）、歌を再生するときにはメロディに基づ
いて歌詞が想起されることから（Rubin, 1977；村上・米澤， 
2002）、メロディを手がかりとした歌詞の再生実験を行い、
大楽節の冒頭と大楽節を構成する下位の単位であるフレーズ
の冒頭の再生を比べる。大楽節冒頭が記憶のアクセスポイン
トとして機能するのであれば、大楽節冒頭の歌詞はフレーズ
冒頭の歌詞よりも再生されやすいと予想される。一方、フレー
ズ冒頭も大楽節冒頭と同等にアクセスポイントとして機能す
るのであれば、大楽節冒頭の歌詞とフレーズ冒頭の歌詞の再
生成績に差はないと予想される。
　手がかりとして呈示する箇所は大楽節の最後およびフレー
ズの最後とする。大楽節条件では大楽節の最後のメロディを
呈示し、その後に続く次の大楽節冒頭の歌詞の再生を求める。
フレーズ条件では大楽節の途中のフレーズ最後のメロディを
呈示し、その後に続くフレーズ冒頭の歌詞の再生を求める（図
3）。なお、大楽節はフレーズから構成されるものであるため、
大楽節の終わりはフレーズの終わりでもある。本研究におい
て「フレーズの終わり」と呼ぶものは、大楽節の途中にあるフ
レーズの終わりとする。同様に「フレーズ冒頭」も大楽節冒頭
ではなく大楽節の途中にあるフレーズの冒頭である。

3.1  刺激作成
　実験1と同じ J-POP5曲を材料とし、大楽節終わりおよびフ
レーズ終わりの2小節のメロディを音声刺激とした。刺激メ
ロディと同じメロディが歌の他の箇所にある場合と、刺激メ
ロディに続くメロディが複数ある場合はその刺激メロディを
除外した。さらに大楽節終わりとフレーズ終わりの刺激メロ
ディの個数が等しくなるように調整した。実験に用いる刺激
数は大楽節終わり7個、フレーズ終わり7個の計14個であった。
刺激メロディ 14個の呈示順序はランダムとした。
　呈示する刺激メロディに休符が多く含まれると音数が少な
くなりメロディの認知が難しくなると予想される。5曲の歌
はすべて4分の4拍子であったため、大楽節やフレーズの最
後が休符となっている場合は休符を除いた8拍分を基本とし
た上で刺激メロディが自然なまとまりとなるように呈示箇所
の範囲を調節した。課題に用いない歌を材料として練習試行
のための音声刺激を作成した。
　刺激メロディは、楽譜・音楽作成ソフトMuseScore1.3を用
いてキーボード（ピアノ）の音色による単音で作成した。音声
刺激の呈示法に関しては、時間を圧縮して一定の呈示時間に
する方法と、自然なテンポで長短の呈示時間にする方法があ
る（齊藤他， 2009）。本実験では各歌固有のテンポやメロディ
を重視して自然なテンポで音声刺激を作成した。刺激メロ
ディの長さの平均は5.68s（SD = 1.83）、音韻数平均は9.57（SD 
= 2.29）であった。

3.2  実験方法
　日本語を母語とする女子大学生22名を実験参加者として普
通教室で集団実験を行った。音声刺激はステレオスピーカー
を通して、実験参加者にとって十分な音量で呈示した。実験
参加者は個別に配布された回答用紙に回答を記入した。回答
用紙は1ページにつき1試行の回答欄が掲載されていた。各
試行の実施方法は、次の（a）（b）の順に行った。（a）合図音の
あとに刺激メロディを呈示し、その直後15秒間に刺激メロ
ディのあとに続く歌詞をできるだけ想起して記入することを
求めた。想起する歌詞は1番のものとし、1番がわからない
場合は他の番数でもよいとした。（b）歌詞の回答後、想起し
た歌詞が1番以外のものであったかどうかの回答を求めた。
また歌詞の想起のしやすさを5段階（1：非常に想起しにくい
～ 5：非常に想起しやすい）で評定するように求めた。刺激メ
ロディを初めて聴いた場合は1を回答するように教示した。

3.3  分析方法
　大楽節またはフレーズの最初の1小節を分析に用い、再生
された歌詞のうち1小節分の歌詞が正しく再生されたかにつ
いて判定を行った。判定は助詞も含めて1音単位で行い1小
節の歌詞がすべて正しく再生されていれば「正再生」とした。
漢字の誤表記は問わないものとした。1番以外の歌詞再生を
報告した場合は、他の番数の歌詞を参照して判定を行い、正
しく再生されていれば「正再生」とした。各条件におけるター
ゲット歌詞の最初の1小節の正答率を実験参加者ごとに算出
した。

大楽節冒頭
大楽節途中 異歌 計

歌冒頭 歌冒頭以外

13 39 12 1 65

（20.0 ％） （60.0 ％） （18.5 ％） （1.5 ％） （100.0 ％）

表2：別の大楽節を再生したときの続き方

図3：大楽節条件とフレーズ条件の刺激メロディ箇所とター
ゲット箇所

ターゲット箇所

メロディ呈示箇所

大楽節条件 

フレーズ条件
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3.4  結果と考察
　大楽節冒頭とフレーズ冒頭の歌詞の正答率を図4に示す。
正答率について t検定を行った結果、大楽節冒頭の正答率は
フレーズ冒頭よりも有意に高かった（t (21) = 4.23, p < .001）。
また、正しい歌詞が再生されたときの想起のしやすさについ
て大楽節冒頭とフレーズ冒頭で比較した。実験参加者ごとに
算出した評定平均値についてt検定を行った結果、大楽節冒
頭の歌詞はフレーズ冒頭よりも有意に想起されやすかった（t 
(21) = 2.92, p < .05）。
　J-POPの大楽節冒頭の歌詞はフレーズ冒頭よりも再生成績
がよく、想起も容易であったことから、J-POPではフレーズ
から構成される大楽節という大きな単位の冒頭がアクセスポ
イントとしとして機能しているという仮説が支持された。

4.  結言
　本研究の目的は我々にとって身近な音楽である J-POPがど
のように思い出されるのかをその構造的特徴に着目して検討
することであった。まず実験1では歌唱再生実験を行い、大
楽節の終わりで生じたエラーに焦点をあて、そのあとに続く
箇所について検討した。その結果、J-POPを思い出して歌う
ときには大楽節冒頭がアクセスポイントとして機能している
ことが示唆された。実験2では大楽節冒頭がアクセスポイン
トとして機能しているという仮説を検証することを目的と
し、大楽節終わりと大楽節途中のフレーズ終わりのメロディ
を手がかりとし、その後に続く次の大楽節冒頭またはフレー
ズ冒頭の歌詞を再生する実験を行った。その結果、大楽節冒
頭の歌詞はフレーズ冒頭の歌詞よりも再生されやすく、仮説
は支持された。
　大楽節冒頭には歌冒頭である1番Aメロの冒頭も含まれる。
歌冒頭の再生がよいことはこれまでにも報告されており、本
研究の結果と一致するものである。しかし先行研究において、
歌冒頭とその直後の箇所（Peretz et al., 2004）や歌冒頭と歌の
中央の箇所（齊藤他， 2009）など歌の一部のみを扱った研究
では歌の構造には着目されておらず、歌全体を扱ったRubin
（1977）でも歌唱時に息継ぎを行う箇所として歌の切れ目のみ
が着目され、歌の階層構造については検討されなかった。村
上・米澤（2002）ではユニットとフレーズが記憶におけるまと

まりの単位とされたが、ここで題材とされた歌は大楽節をも
たない日本の童謡・歌唱であった。このように J-POPにおけ
るAメロやサビといった大楽節は特徴的な構造でありながら、
歌の記憶との関連は検討されてこなかったが、本研究では
J-POPの構造に着目した検討を行うことで歌冒頭以外の大楽
節も歌の記憶再生に機能するという重要な示唆が得られた。
　最後に今後の課題を2点あげる。ひとつめは刺激材料の統
制である。本研究では実験参加者がよく知っている J-POPと
して教科書に掲載されている歌およびオリコンチャート上位
曲から選定したが、個人間で歌に対する親密度や記憶箇所が
異なる可能性は十分に考えられる。今日の J-POPは多様であ
り、日常場面で記憶される歌の統制は容易ではないが科学的
検証を行う上では重要な課題である。
　ふたつめは歌唱再生実験における分析方法である。J-POP
の歌唱再生では歌詞やメロディの部分的な誤りや再生されな
い箇所など多岐にわたるエラーがみられた。研究目的に応じ
た適切な分析方法の検証が必要である。たとえば本研究では
再生された大楽節間の境界に着目して分析を行ったが、エ
ラーの検討箇所として大楽節の終わりが妥当であったかにつ
いては今後検討すべきである。また再生された大楽節の判定
では、再生された小節の過半数を占めて再生された大楽節や
番数として扱った。しかし大楽節内の部分的な誤りは考慮し
ていないため、歌の再生箇所に対する判定基準についても今
後検討する必要がある。
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